
第３期宝達志水町まち・ひと・しごと創生総合戦略（骨子案） 資料３

ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

企業用地の整備 ㎥ 0 10,000 1 企業誘致事業
今浜東部工場適地の整備を進め、地域の特性や魅力を具体的に示すことで、
企業誘致に向けたプロモーション活動を展開します。雇用機会の拡大を図
り、人口流出の防止と地域の活性化を目指します。

創業塾の受講者数 人/５年 43 50 2
起業・創業等バッ
クアップ事業

町と創業支援事業者（金融機関、商工会等）が連携し、町内で起業・創業を
目指す方に対して、相談や支援が出来る体制の構築を図ります。また、サー
ビス業におけるチャレンジショップの支援も推進するなど、多様なバック
アップ体制を充実させます。

創業・継承件数 件/５年 13 15

2 寄付金額 円/年
11億6
千万

20億 1
ふるさと納税推進
事業

商工会や事業者と連携を図りながら、返礼品の充実を目指します。返礼品を
通じて町の魅力をPRし、ふるさと納税の推進に努めます。また、地域振興や
活性化に取り組む団体等の事業に対しては、クラウドファンデング型ふるさ
と納税の寄付募集を実施し、地域経済の活性化を図ります。

新規就農者数 人/５年 2 12 10 1 新規就農者支援

経営が不安定な就農直後の所得を確保するため、国や県の事業を活用し支援
を行います。また、就農前から農作物の栽培管理技術等の習得のための実務
研修や里親制度の導入を進め、営農に必要な農地や施設、機械の確保等の支
援を行います。また、就農後も町独自の営農相談等の支援を実施し、新規参
入者の確保と定着に努めます。

ブランド化補助件
数

件/５年 61 63 3 2
農産物等ブランド
化推進

農業生産者団体等による地域の特色ある農産物の生産とPR活動を積極的に支
援し、農産物のブランド化を促進することで、生産活動の持続化と発展につ
なげます。
また、ふるさと納税の返礼品として活用できる農産物の商品開発にも努めま
す。

スマート農業補助
件数

件/５年 1 2 3
スマート農業の推
進

○
農業の生産性向上や効率化を図るため、ＩＣＴやＡＩなど新しい技術を活用
した次世代農業への取組を推進します。

基本目標１　稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

ふるさと納税の推進

《ふるさと納税の推進を通じ
て、町の魅力を発信し、地域
経済の活性化を図ります。》

1

企業誘致や新たな雇用創出へ
の支援

《工場適地の整備を行い、企
業誘致に向けたプロモーショ
ン活動を推進します。また、
起業応援の助成制度、相談体
制を充実させ、起業しやすい
環境を構築します。新規産業
の創出と成長を促進させるこ
とで持続可能な地域経済の発
展を目指します。》

3

地域の特色を生かした農業振
興

《特色ある農産物の振興や担
い手の育成を積極的に推進
し、生産体制の強化を図りま
す。また、農産物のブランド
化を推進することで、付加価
値を高め、産業の活性化を図
ります。》
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ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

マイホーム取得奨
励金件数

件/５年 108 150 1 移住促進事業
まちの魅力を移住希望者に向けて発信していくとともに、移住コーディネー
ターと連携し、移住支援を行います。また、実際に本町での生活を体験する
ことで、まちの魅力を実感してもらう「暮らし体験事業」を推進します。

町外転入加算対象
件数

件/５年 72 100 2
マイホーム取得奨
励金

定住促進のための経済的支援として、住宅を新築または購入して、生活され
る方に対して奨励金を交付します。

暮らし体験件数 件/５年 158 180 3
若者世代の定住の
促進

町内の民間賃貸住宅に入居する夫婦世帯に対して、家賃補助を行います。ま
た、若者通勤サポート事業として金沢市以南及び県外の就労場所に通勤して
いる方に対し、補助金を交付します。

分譲区画数 件/５年 2 50 50 1 宅地造成の推進
地域の特性を考慮し、住民のニーズに応じた生活環境を実現するために、計
画的な宅地造成を推進します。

民間賃貸住宅建築
件数

件/５年 0 5 5 2
民間賃貸住宅建設
補助

地域における賃貸住宅不足の解消を図り、住環境の向上を目指すため、民間
事業者に建築費用の一部を助成します。

空き家バンク登録
物件の成立件数

件/５年 51 75 25 3 空き家バンク ○

空き家バンクへの登録物件を増加させるため、空き家バンク制度の周知を行
います。また、登録奨励金や改修に要する経費の一部助成など、補助制度の
充実に取り組みます。さらに、登録された空き家については、WEB上での事前
閲覧を可能とし、利便性の向上を図ります。

3
スポーツイベント
参加人数

人/年 1,503 2,000 1
スポーツイベント
振興

宝浪漫マラソンの開催を契機として、町の知名度向上やイメージアップ、さ
らには地元産物のプロモーション展開を図ります。

基本目標２　本町とのつながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

スポーツ交流の推進

《スポーツイベントの開催を
通じて、スポーツによる交流
人口の拡大を図るとともに、
スポーツツーリズムの環境を
整備します。》

1

移住・定住の促進

《まちの魅力を積極的に発信
し、移住支援を充実させるこ
とで、移住者の増加を図りま
す。また、住宅取得者に対す
る経済的支援を充実させると
ともに、特に若い世帯を対象
とした制度を整備し、定住人
口を促進し、地域経済の活性
化を図ります。》

2

生活基盤の充実 

《宅地造成の推進、民間賃貸
住宅建設への補助を行い住宅
供給の充実を図ります。ま
た、多様な住宅ニーズに対応
するため、空き家の利活用を
進めます。》 
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ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

観光客入込数 人/年 672,627 800,000 1
官民共創まちづく
り戦略の推進

地域経済の好循環及び地域の振興を図るため、商工、農林畜水産業、観光、
文化、移住・定住促進関係など、まちづくりに関わる多様な関係者がそれぞ
れの立場を超えて、「宝達志水町官民共創まちづくり戦略」を共に創り上
げ、戦略に関わる関係者の役割を明確にすることで、効果的かつ効率的に戦
略を実践し、新たなまちを創出していきます。

支援イベント参加
者数

人/年 25,603 30,000 2
観光イベントの支
援

なぎさドライブウェイ、宝達山などの地域資源を活用したイベントの実施支
援を行い、地域経済の活性化と観光客誘致を図ります。

ふるさと会の会員
数

人/年

関東
342
関西
103

関東
400
関西
150

3
ふるさと会との連
携

関東ふるさと会および関西ふるさと会と連携を強化し、関係人口の拡大を通
じて賑わいの創出やまちづくりを推進することで、持続可能な地域づくりに
繋げます。

4
観光スポットの整
備

豊かな自然環境を保全し、能登半島国定公園に含まれる今浜海岸などの観光
資源を効果的に活用するとともに、宝達山頂公園などの観光施設については
適切な管理を行います。

基本目標２　本町とのつながりを築き、新しい人の流れをつくる

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

4

ふるさと観光の振興

《豊かな自然環境や食文化、
産業などの地域の魅力を広く
発信し、交流人口の増加を目
指します。また、ふるさと会
との連携を強化し、地域経済
の活性化と持続可能な観光振
興への取り組みを推進しま
す。》
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ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

宝っ子すくすくア
プリ登録件数

件/５年 181 330 1
充実した相談体制
の整備

○

妊娠期における妊婦の健康相談や、出産後の乳児家庭全戸訪問、さらには子
育て世帯への訪問を通じて、妊娠、出産、育児に関する不安や悩みに寄り添
う支援を行います。相談については、「宝っ子すくすくアプリ」を活用した
ＷＥＢでの相談受付も行い、より多様な相談者のニーズに対応した体制を整
えます。また、心理士や保健師が個別で対応する「すこやか子育て相談」の
対象範囲を小学生までに拡大し、子育て世帯に寄り添った支援体制の構築に
努めます。

産後EPDS ９点以
上の人の割合

％ 5.6 5.0 2 乳幼児健康診査
子どもの心身の成長発達状況を定期的に確認することで、健やかな成長をサ
ポートします。令和６年度からは新たに５歳児を対象とした「５歳児すこや
か健診」を実施します。

保育所保護者アン
ケートにおける満
足度

％ 97 98 3
児童遊戯施設の整
備、管理

屋外児童遊戯施設の運営および維持管理を行うとともに、地域のニーズに応
じた屋内遊戯施設の建設を推進します。

4 保育環境の充実 ○

年齢に応じた教室を開催し、インターネット環境を整備することで、オンラ
インの幼児教育を推進します。令和２年度から導入している「コドモン」を
活用し、家庭との連絡体制の充実させるとともに、ICT化によるペーパーレス
を推進します。

年間出生数 人/年 38 43 55 1 婚活サポート
いしかわ縁結びマッチングシステム（あいきゅん）への登録を促進するた
め、登録料の助成を行います。さらに、結婚アドバイザーが相談者に対して
マッチングや結婚相談を行い、より良い出会いをサポートします。

子育てしやすいと
感じている世帯の
割合

％ 43.3 53.0 2
不妊治療・不育治
療に対する助成

妊娠を希望する夫婦が経済的な理由で治療を諦めることがないよう、不妊・
不育治療費の一部を助成します。

3 出産・成長祝い金
新生児の健やかな成長を願い「出産お祝い金」を、また子どもたちの成長に
合わせて「祝い金」を支給します。

4
保育料、保育所副
食費の無償化

町内保育所を利用している０歳児から５歳児までの保育料を完全無償化し、
さらに３歳児以上の副食費の無償化に加え、完全給食を実施します。

5
小中学校給食費無
償化

町内の小中学校に通う児童生徒の給食費を無償化とします。また、町外の小
中学校に通う場合については、町の基準額を超えない範囲で助成を行いま
す。

6
子ども医療費、医
療的ケア児のサ
ポート

子どもの入院・通院に関する医療費（保険適用分）を、１８歳となる年度末
まで全額助成します。また、在宅で医療や介護を受ける医療ケア児に対し、
経済的なサポートを行います。

基本目標３　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

1

切れ目のない子育てサポート

《こども家庭センターを設置
し、妊娠・出産・子育てに関
する包括的な支援を提供しま
す。相談体制の整備や子育て
支援サービスの充実を図り、
安心して子育てができる環境
の整備を推進します。》

2

ライフステージに応じた経済
支援

《結婚、妊娠、子育てを希望
する人の経済的負担を軽減
し、希望を持って取り組むこ
とができる環境の整備を推進
します。》

4



7
インフルエンザ予
防接種費用助成

妊婦および子ども（高校３年生まで）のインフルエンザ予防接種費用を助成
します。
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ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

中学生の英検３級
以上の取得率

％ 20 65 30 1
宝たち検定チャレ
ンジ

各種検定料を補助することにより、児童生徒の挑戦意欲や学習意欲の向上を
図ります。さらに、学年に応じて英検の検定料を全額補助とすることで、確
かな学力を育む環境を整えます。

自分で勉強の仕方
を考え、工夫する
ことが出来る児童
生徒の割合

％ ー 80 2
学びの意識改革の
支援

学びの意識改革を目指し、特別講師による講座や講演会を開催します。ま
た、休業期間中には中学校において自主学習会を実施し、生徒自ら学ぶ姿勢
を育む機会を設けます。また、小学校では算数教室や科学実験教室を設け、
思考力、探究心を育む環境づくりを推進します。

AIドリルの使用割
合

％ ー 65 3
デジタル教育の充
実

○
ＡＩドリルやデジタル教材を整備し、一人ひとりに個別最適化された学びの
機会を提供することで、学力向上を図ります。

コミュニティス
クールの開校数

校/５年 0 3 1
コミュニティス
クールの推進

「学校を核とした地域づくり」を目指し、地域と学校が相互にパートナーと
して連携・協働し、地元企業を講師に招くビジネスアカデミーなど、さまざ
まな活動を展開していきます。

2 国際交流事業
中高生をオーストラリアへ派遣し、さらにオーストラリアからの生徒の受け
入れることで、相互交流を深め、多文化理解を促進し、国際的な視野を持つ
人材を育成します。

基本目標３　結婚・出産・子育ての希望をかなえる

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

3

主体的に学ぶ教育の推進

《子どもたちが学ぶこと自体
を楽しみ、自らの興味や関心
に基づいて学びを深める姿勢
を育てることを推進しま
す。》

4

豊かな人間性を育む学びの推
進

《次世代を担う子どもたちが
心豊かに成長できる環境づく
りを地域と協働で取り組んで
いきます。》
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ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

要介護認定率の減
少

％ 18 18 1 介護予防の充実
高齢者を対象とした「地域サロン」や介護予防教室など、通いの場の更なる
充実を図り、介護予防の推進や自立した生活の実現を目指します。

介護予防教室参加
者の改善率

％ 34 50 2 認知症支援の充実

高齢者が安心して生活できるよう、認知症の早期発見および早期対応の体制
を整備し、家族等の負担を軽減するために、認知症施策を推進します。認知
症の理解を深めるための知識の普及・啓発を行い、地域における見守り体制
や相談窓口の充実を図るなど、支援体制を整備します。

3
在宅高齢者のフレ
イル等予防事業

○

高齢者が要介護状態となることをできる限り予防し、住み慣れた地域で自立
した日常生活が継続できるよう支援を行います。ＩＴを活用することで、医
師、看護師、保健師、ケアマネージャーなどの他職種との連携を強化し、医
療・介護サービスの質の向上を目指します。

4
地域包括支援体制
の整備

高齢者が住み慣れた地域で安心して住み続けるためのサービスの基盤作りを
推進します。地域包括支援センターの機能強化を図り、地域の支え合いの
ネットワークづくりを構築することで、地域全体で高齢者を支える体制を整
えていきます。

健診受診率 ％ 54.2 60.0 60 1
特定健診・保健指
導の実施

健康に関する関心を高め、健康づくりの契機となるよう、健診啓発に取り組
みます。健診の日程を工夫し、受診しやすい環境を整えます。また、適切な
保健指導を実施し、生活習慣病の予防や重症化の防止に向けた取組を推進し
ます。

特定保健指導率 ％ 66.7 80.0 80 2 がん検診の実施
がんによる死亡を防ぐとともに重症化予防を目指し、定期的な受診に繋がる
よう、がん検診の啓発や周知を継続的に行います。

3
地域組織の育成の
推進

健康づくり推進員や食生活改善推進協議会の活動を支援することで、地域コ
ミニュティの力を活用し、地域住民の健康づくりに繋げていきます。

指定緊急避難場所
数

箇所/年 34 40 1
避難所等機能の強
化

自然災害や緊急事態に際して、地域住民が安全に避難できる環境を整備し、
避難所機能の強化に取り組みます。

「防災・防犯情
報」登録件数
（LINE）

人/年 1,361 3,500 2 消防施設の整備
防火水槽の新設および適切な維持管理を行い、消防水利充足率の向上を図り
ます。

3
防災情報等収集・
発信力の強化

○
災害時や緊急時における地域住民への情報伝達を迅速かつ適正に行うため、
一斉情報配信システム「すぐメール」や総合防災システム「RisKma（リスク
マ）」を活用し、効果的な情報伝達環境を整備します。

基本目標４　ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

1

高齢者が安心して暮らせる環
境の整備

《地域全体で高齢者を支え合
う仕組みを構築し、高齢者が
自立し、生き生きとした生活
を送れるまちづくりを目指し
ます。》

2

健康づくりの推進

《地域全体の健康意識を高
め、良好な生活習慣の定着を
目指した健康づくりを推進し
ます。特定健康診断や各種が
ん検診の受診促進を図るとと
もに、適切な保健指導を実施
します。》

3

災害に強いまちづくり

《災害の発生に備え、防災・
減災対策を推進し、地域防災
力や消防力の強化を図ること
で、安心・安全に暮らせるま
ちづくりを目指します。ま
た、能登半島地震からの復
旧・復興に向けて、町全体で
取り組みます。》
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ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

防災士数 人/５年 168 220 1
自主防災組織活動
支援

自主防災組織の普及や活性化に向けた取組を進めることで、住民の防災意識
を高めるとともに、地域防災計画に基づく防災体制の確立や防災対策を推進
します。

デマンドタクシー
の登録者数

人/５年 359 500 2
地区防災マップの
作成

土砂災害警戒区域に位置する地区を対象に、住民の防災意識を高めるととも
に、地区が継続的に防災訓練を行う仕組みを構築することを目的として、地
区防災マップの作成を行います。

3 地域交通の推進 ○
利便性向上を図るため、町有バス、デマンドタクシーの適正運行を行いま
す。また、AIデマンド交通の導入を推進し、利用者の満足度が高い公共交通
サービスの実現を目指します。

4 電子回覧板の推進 ○
電子回覧板を利用することで、情報を迅速に届けることが可能となり、情報
伝達の効率化を図ります。また、自治体の活動にも活用でき、地区内のコ
ミュニケーションの充実を促進します。

住宅用太陽光発電
システム等補助金
交付件数

件/５年 37 100 1
住宅用太陽光発電
システム等補助

居住する住宅に太陽光発電システムを設置した方、または設置済みの住宅を
購入された方に対して、補助金を支給します。

温室効果ガス削減
率
①町施設 ②町全
域

％

①▲
24.2
(R4)
②未策
定

①▲
50.0
②▲
46.0

2
カーボンニュート
ラル推進

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、脱炭素社会の実現やカーボン
ニュートラルの推進に向けて、地球温暖化対策実行計画の策定を推進しま
す。

基本目標４　ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

4

地域コミュニティの充実

《地域住民のつながりを強化
し、地域と行政が協働するこ
とによって、地域コミュニ
ティの充実を図ります。》

5

循環型まちづくりの推進

《豊かな自然環境やその恵み
を享受した豊かな暮らしを未
来に受け継ぐために必要な取
り組みを推進します。》
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ＫＰＩ 単位
現況値
（R5）

目標値
（R11)

第2期
目標値

DX
関連
項目

取組概要

宝達志水町公式
ホームページへの
アクセス件数

件/年 445,643 600,000 1
ホームページやSNS
を活用した情報発
信の強化

○
様々なツールを活用し、住民が必要とする情報を的確に発信します。また、
まちの魅力を町外はもちろん、町内にも発信することで、地域への誇りと愛
着を高め、認知度の向上やイメージアップにつなげます。

各種情報ツールの
登録者数

件/年 3,571 6,000 2
情報提供システム
の整備

○

ホームページの充実を目指し、コンテンツの更新頻度を向上させるととも
に、ユーザビリティの改善に努めます。また、SNSでの情報発信についても、
より的確に情報を伝えられるよう、時代の変化に応じた情報提供を行いま
す。利用者が求める情報に迅速にアクセスできる環境を整えることで、利便
性を高めていきます。

コンビニ交付発行
件数

件/５年 2,682 4,600 1
マイナンバーカー
ドの活用

○
マイナンバーカードを利用した各種証明書のコンビニ交付など、カード利用
サービスの拡大を推進します。

ＤＸ対応業務数 件/５年 4 15 2 業務ＤＸ化の推進 ○
書かない窓口や各種申請、届出手続きのオンライン化など、さまざまな分野
においてデジタル技術の導入を図り、町民サービスの向上と行政運営の効率
化を推進します。

基本目標５　デジタルの力で誰もが便利で快適に暮らせるまちをつくる

施策《概要》
具体的な取組

黒：第２期から継続
赤字：第３期から追加

1

情報発信力の強化

《時代の変化を踏まえ、様々
なツールを活用して住民が必
要とする情報を的確に発信す
ることに努めます。また、ま
ちの魅力を広く伝えること
で、知名度の向上を図りま
す。》

2

地域社会のデジタル化の推進

《誰もが簡単・便利に利用で
きる「スマートタウン」を実
現するために、行政における
DXを推進します。デジタル化
の進展においては、誰一人取
り残されることのない社会を
目指し、デジタルデバイドの
解消に向けた取り組みを強化
します。》
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